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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  過度の負担をドライバに強いることなく速や
かに転移し、良好な映像を表示することが可能なＯＣＢ
セルを用いた液晶表示装置を提供する。
【解決手段】  画素データが供給される複数のソース線
と、各ソース線を駆動するソースドライバと、走査信号
が供給される複数のゲート線と、各ゲート線を駆動する
ゲートドライバと、前記ソース線と前記ゲート線の交点
に対応してマトリクス状に配置されたトランジスタと、
前記トランジスタのドレイン側に液晶セルの一方の電極
を配置し、液晶セルのもう一方を他の対向電極に配線し
た構造を持つ液晶表示素子とを具備し、前記対向電極の
電位を、映像表示期間には第１の電位を印加し、第１の
電位とは異なる第２の電位を選択して印加したときに
は、ソース電位として映像信号とは異なる所定電位を印
加して液晶セルにかかる実効電圧を映像表示時よりも高
くする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  画素データが供給される複数のソース線
と、
各ソース線を駆動するソースドライバと、
走査信号が供給される複数のゲート線と、
各ゲート線を駆動するゲートドライバと、
前記ソース線と前記ゲート線の交点に対応してマトリク
ス状に配置されたトランジスタと、
前記トランジスタのドレイン側に液晶セルの一方の電極
を配置し、液晶セルのもう一方を他の対向電極に配線し
た構造を持つ液晶表示素子とを具備し、
前記対向電極の電位は、第１の電位と第２の電位を選択
して印加可能であり、
映像表示期間には第１の電位を印加し、
第１の電位とは異なる第２の電位を選択して印加したと
きには、ソース電位として映像信号とは異なる所定電位
を印加して液晶セルにかかる実効電圧を映像表示時より
も高くすることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  画素データが供給される複数のソース線
と、
各ソース線を駆動するソースドライバと、
走査信号が供給される複数のゲート線と、
各ゲート線を駆動するゲートドライバと、
前記ソース線と前記ゲート線の交点に対応してマトリク
ス状に配置されたトランジスタと、
前記トランジスタのドレイン側に液晶セルの一方の電極
を配置するとともに液晶セルのもう一方を別の対向電極
に配線し、かつ前記トランジスタのドレイン側には更に
意図的に形成した蓄積容量の一方の電極を配置するとと
もに蓄積容量のもう一方の電極を液晶セルの反対側の電
極とは別の電極に配線した構造を有する液晶表示素子と
を具備し、
前記対向電極の電位は、第１の電位と第２の電位を選択
して印加可能であり、映像表示期間には第１の電位を印
加し、
第１の電位とは異なる第２の電位を選択して印加したと
きには、ソース電位として映像信号とは別の所定電位を
印加し、前記第２の電位印加時の前記トランジスタのオ
フ期間に前記の蓄積容量のもう一方の電極の電位を変化
させ、液晶にかかる実効電圧を映像表示時よりも高く印
加することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】  画素データが供給される複数のソース線
と、
各ソース線を駆動するソースドライバと、
走査信号が供給される複数のゲート線と、
各ゲート線を駆動するゲートドライバと、
前記ソース線と前記ゲート線の交点に対応してマトリク
ス状に配置されたトランジスタと、
前記トランジスタのドレイン側に液晶セルの一方の電極
を配置するとともに液晶セルのもう一方を別の対向電極
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に配線し、かつ前記トランジスタのドレイン側には更に
意図的に形成した蓄積容量の一方の電極を配置するとと
もに蓄積容量のもう一方の電極を隣接した別のゲート線
に配線した構造を有する液晶表示素子とを具備し、
前記対向電極の電位は、第１の電位と第２の電位を選択
して印加可能であり、映像表示期間には第１の電位を印
加し、
第１の電位とは異なる第２の電位を選択して印加したと
きには、ソース電位として映像信号とは別の所定電位を
印加し、前記第２の電位印加時の前記トランジスタのオ
フ期間に前記の隣接した別のゲート線の電位を変化さ
せ、液晶にかかる実効電圧を映像信号表示時よりも高く
印加することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】  画素データが供給される複数のソース線
と、
各ソース線を駆動するソースドライバと、
走査信号が供給される複数のゲート線と、
各ゲート線を駆動するゲートドライバと、
前記ソース線と前記ゲート線の交点に対応してマトリク
ス状に配置されたトランジスタと、
前記トランジスタのドレイン側に液晶セルの一方の電極
を配置するとともに液晶セルのもう一方を別の対向電極
に配線し、かつ前記トランジスタのドレイン側には更に
意図的に形成した蓄積容量の一方の電極を配置するとと
もに蓄積容量のもう一方の電極を隣接した別のゲート線
に配線した構造を有する液晶表示素子とを具備し、
前記対向電極の電位は、第１の電位と第２の電位を選択
して印加可能であり、映像表示期間には第１の電位を印
加し、
第１の電位とは異なる第２の電位を選択して印加したと
きには、ソース電位として映像信号とは別の所定電位を
印加し、かつ複数の該ゲート線を同時にオンおよびオフ
させ、液晶にかかる実効電圧を映像信号表示時よりも高
く印加することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】  前記第２の電位印加時にソース電位とし
て最大電位と最小電位を間欠的に印加することを特徴と
する請求項１から請求項４のいずれかに記載の液晶表示
装置。
【請求項６】  前記第２の電位は、ソース電位の最大電
位から突き抜け電位分を差し引いた電位とすることを特
徴とする請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】  前記第２の電位は、ソース電位の最大電
位とすることを特徴とする請求項５に記載の液晶表示装
置。
【請求項８】  前記第２の電位は、ソース電位の最小電
位から突き抜け電位分を差し引いた電位とすることを特
徴とする請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項９】  前記第２の電位は、ソース電位の最小電
位とすることを特徴とする請求項５に記載の液晶表示装
置。
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【請求項１０】  前記液晶セルがＯＣＢセルであること
を特徴とする請求項１から請求項９のいずれかに記載の
液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、アクティブマトリ
ックス型液晶表示装置の駆動方法および液晶表示装置に
係り、特に広視野角、高速応答性を有するＯＣＢ（Ｏｐ
ｔｉｃａｌｌｙｓｅｌｆ－Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｅｄ  Ｂ
ｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎｃｅ）液晶モードを利用した液晶
表示装置の駆動方法および液晶表示装置に関するもので
ある。
【０００２】
【従来の技術】周知のとおり、液晶表示装置は、コンピ
ュータ装置等の画面表示デバイスとして数多く使用され
ているが、今後はＴＶ用途での使用拡大も見込まれてい
る。しかしながら現在広く使用されているＴＮ（Ｔｗｉ
ｓｔｅｄ  Ｎｅｍａｔｉｃ）モードは視野角が狭く、応
答速度も不充分で、視差によるコントラストの低下や、
動画像のボケなど、ＴＶとして使用する際の表示性能に
は大きな課題がある。
【０００３】近年、上記ＴＮモードに代わり、ＯＣＢモ
ードに関する研究が進んでいる。ＯＣＢは、ＴＮに比
べ、広視野角、高速応答という特性を持ち、自然動画表
示により適した液晶モードであるといえる。
【０００４】ただし、ＯＣＢセルは、映像表示を開始す
る起動段階においてＴＮ型セルにはない独特の駆動が必
要となる。
【０００５】ＯＣＢセルは画像表示が可能な状態にあた
るベンド配向と、表示できない状態にあたるスプレイ配
向とをもつ。このスプレイ配向からベンド配向に移行す
る（以下、転移という）ためには、一定時間高電圧を印
加するなどの独特の駆動が必要となる。
【０００６】そのため、特開平１０－２０６８２２号公
報に記載されたように、対向電極を間欠的に高電位で駆
動する方法が試みられてきた。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、対向電
極は、大画面・高画素になるほど、容量負荷が大きくな
り、従ってこの対向電極を高電位で間欠的に駆動するこ
とは困難になるという課題があった。
【０００８】それ故、本発明の目的は、ＯＣＢセルを用
いて、対向電極を高電位で間欠的に駆動することなく短
時間で転移を行い、良好な映像を表示することが可能な
液晶表示装置の駆動方法および液晶表示装置を提供する
ことである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】この課題を解決するため
に第１の発明は、画素データが供給される複数のソース
線と、各ソース線を駆動するソースドライバと、走査信
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号が供給される複数のゲート線と、各ゲート線を駆動す
るゲートドライバと、前記ソース線と前記ゲート線の交
点に対応してマトリクス状に配置されたトランジスタ
と、前記トランジスタのドレイン側に液晶セルの一方の
電極を配置し、液晶セルのもう一方を他の対向電極に配
線した構造を持つ液晶表示素子とを具備し、前記対向電
極の電位は、第１の電位と第２の電位を選択して印加可
能であり、映像表示期間には第１の電位を印加し、第１
の電位とは異なる第２の電位を選択して印加したときに
は、ソース電位として映像信号とは異なる所定電位を印
加して液晶セルにかかる実効電圧を映像表示時よりも高
くすることを特徴とする液晶表示装置である。
【００１０】第２の発明は、画素データが供給される複
数のソース線と、各ソース線を駆動するソースドライバ
と、走査信号が供給される複数のゲート線と、各ゲート
線を駆動するゲートドライバと、前記ソース線と前記ゲ
ート線の交点に対応してマトリクス状に配置されたトラ
ンジスタと、前記トランジスタのドレイン側に液晶セル
の一方の電極を配置するとともに液晶セルのもう一方を
別の対向電極に配線し、かつ前記トランジスタのドレイ
ン側には更に意図的に形成した蓄積容量の一方の電極を
配置するとともに蓄積容量のもう一方の電極を液晶セル
の反対側の電極とは別の電極に配線した構造を有する液
晶表示素子とを具備し、前記対向電極の電位は、第１の
電位と第２の電位を選択して印加可能であり、映像表示
期間には第１の電位を印加し、第１の電位とは異なる第
２の電位を選択して印加したときには、ソース電位とし
て映像信号とは別の所定電位を印加し、前記第２の電位
印加時の前記トランジスタのオフ期間に前記の蓄積容量
のもう一方の電極の電位を変化させ、液晶にかかる実効
電圧を映像表示時よりも高く印加することを特徴とする
液晶表示装置である。
【００１１】第３の発明は、画素データが供給される複
数のソース線と、各ソース線を駆動するソースドライバ
と、走査信号が供給される複数のゲート線と、各ゲート
線を駆動するゲートドライバと、前記ソース線と前記ゲ
ート線の交点に対応してマトリクス状に配置されたトラ
ンジスタと、前記トランジスタのドレイン側に液晶セル
の一方の電極を配置するとともに液晶セルのもう一方を
別の対向電極に配線し、かつ前記トランジスタのドレイ
ン側には更に意図的に形成した蓄積容量の一方の電極を
配置するとともに蓄積容量のもう一方の電極を隣接した
別のゲート線に配線した構造を有する液晶表示素子とを
具備し、前記対向電極の電位は、第１の電位と第２の電
位を選択して印加可能であり、映像表示期間には第１の
電位を印加し、第１の電位とは異なる第２の電位を選択
して印加したときには、ソース電位として映像信号とは
別の所定電位を印加し、前記第２の電位印加時の前記ト
ランジスタのオフ期間に前記の隣接した別のゲート線の
電位を変化させ、液晶にかかる実効電圧を映像信号表示
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時よりも高く印加することを特徴とする液晶表示装置で
ある。
【００１２】第４の発明は、画素データが供給される複
数のソース線と、各ソース線を駆動するソースドライバ
と、走査信号が供給される複数のゲート線と、各ゲート
線を駆動するゲートドライバと、前記ソース線と前記ゲ
ート線の交点に対応してマトリクス状に配置されたトラ
ンジスタと、前記トランジスタのドレイン側に液晶セル
の一方の電極を配置するとともに液晶セルのもう一方を
別の対向電極に配線し、かつ前記トランジスタのドレイ
ン側には更に意図的に形成した蓄積容量の一方の電極を
配置するとともに蓄積容量のもう一方の電極を隣接した
別のゲート線に配線した構造を有する液晶表示素子とを
具備し、前記対向電極の電位は、第１の電位と第２の電
位を選択して印加可能であり、映像表示期間には第１の
電位を印加し、第１の電位とは異なる第２の電位を選択
して印加したときには、ソース電位として映像信号とは
別の所定電位を印加し、かつ複数の該ゲート線を同時に
オンおよびオフさせ、液晶にかかる実効電圧を映像信号
表示時よりも高く印加することを特徴とする液晶表示装
置である。
【００１３】第５の発明は、第１から第４の発明に従属
する発明であって、前記第２の電位印加時にソース電位
として最大電位と最小電位を間欠的に印加することを特
徴とする液晶表示装置である。
【００１４】第６の発明は、第５の発明に従属する発明
であって、前記第２の電位をソース電位の最大電位から
突き抜け電位分を差し引いた電位とすることを特徴とす
る液晶表示装置である。
【００１５】第７の発明は、第５の発明に従属する発明
であって、前記第２の電位を、ソース電位の最大電位と
することを特徴とする液晶表示装置である。
【００１６】第８の発明は、第５の発明に従属する発明
であって、前記第２の電位をソース電位の最小電位から
突き抜け電位分を差し引いた電位とすることを特徴とす
る液晶表示装置である。
【００１７】第９の発明は、第５の発明に従属する発明
であって、前記第２の電位を、ソース電位の最小電位と
することを特徴とする液晶表示装置である。
【００１８】第１０の発明は、第１から第９の発明に従
属する発明であって、前記液晶セルがＯＣＢセルである
ことを特徴とする液晶表示装置である。
【００１９】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態に係る
液晶表示装置について図面を参照しながら説明する。
【００２０】（第１の実施形態）図１および図２は、本
発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置の構成および
駆動方法を示す図である。図１において、１０１はゲー
ト線、１０７は前記ゲート線を駆動するドライバ、１０
２はソース線、１０６はソース線を駆動するドライバ、
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１０３はスイッチング素子としてのＴＦＴで、ＴＦＴの
ドレイン電極は画素の画素電極に接続されている。画素
は、画素電極と対向電極１０５との両方の電極にはさま
れて保持された液晶１０４で形成され、前記の対向電極
は第１の電位１０９と第２の電位１１０を選択し駆動す
ることが可能となっている。
【００２１】以下、図２および図３を用いてその駆動動
作を説明する。
【００２２】図２は映像信号を表示する場合の駆動を表
しており、本実施の形態では、ソース電位はフレームま
たはライン毎に反転し、例えば最も黒い信号を表示する
ときは７Ｖと－７Ｖが交互にソースドライバによって印
加される。
【００２３】ゲート電位は１フレーム期間の該ゲート線
の選択期間にオン電位となり、それ以外はオフ電位とな
る。このように駆動したときのドレイン電位は実線２０
１で示す波形となり、特に、ゲート電位がオフとなった
瞬間に、ゲート－ドレイン間の寄生容量によって突き抜
け電位分降下する特性となる。この、突き抜け電位分を
補正するように対向電位は例えば－２Ｖの固定電位を印
加する。このときの対向電位を第１の電位とする。
【００２４】図３は転移動作を行う場合の駆動を表して
おり、本実施の形態では、ソース電位は、ゲートのオン
毎に最も高い電位（７Ｖ）と最も低い電位（－７Ｖ）を
交互に印加する。このときの対向電極電位は第１の電位
とは異なる第２の電位であり、この電位は最も高いソー
ス電位から突き抜け電位分を補正する関係となる電位で
ある。
【００２５】このように駆動することで、ドレイン電位
は実線３０１のようになり、液晶にかかる電位は凡そ０
Ｖとソースドライバが印加できる最大電位差分（－１４
Ｖ）の電位とを交互に繰り返すことになる。
【００２６】０Ｖと高電位を間欠に繰り返すことで短時
間での転移動作が可能となり、上記の駆動によってこの
要件を満たすことが可能となる。
【００２７】また、容量負荷の大きな対向電極電位は、
転移時と映像表示時とで切り替えるだけであり、間欠的
に駆動を行う必要が無いため、対向電位を駆動する回路
またはドライバが非常に簡易なもので構成可能となる。
【００２８】（第２の実施形態）図４および図５は、本
発明の第２の実施形態に係る液晶表示装置の構成および
駆動方法を示す図である。図４において、１０１はゲー
ト線、１０７は前記ゲート線を駆動するドライバ、１０
２はソース線、１０６は前記ソース線を駆動するドライ
バ、１０３はスイッチング素子としてのＴＦＴで、ＴＦ
Ｔのドレイン電極は画素１０４の画素電極に接続されて
いる。画素１０４は、画素電極と対向電極１０５との両
方の電極にはさまれて保持された液晶で形成され、前記
の対向電極は第１の電位１０９と第２の電位１１０を選
択し駆動することが可能となっている。
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7
【００２９】さらにドレイン電極には意図的に形成され
た蓄積容量の一方の電極が配線され、この蓄積容量のも
う一方の電極１１２は別の駆動ドライバ１１３で駆動さ
れる。
【００３０】以下、図４および図５においてその実際の
駆動を説明する。
【００３１】第１の実施の形態においては、特に蓄積容
量については別段の配慮もせず、この利用も行っていな
かった。本実施の形態では、蓄積容量の一方の電極を別
ドライバで駆動することでより高い電位を液晶に印加す
ることが可能となる。
【００３２】図５は転移動作を行う場合の駆動を表して
おり、本実施の形態では、ソース電位は、ゲートのオン
毎に最も高い電位（７Ｖ）と最も低い電位（－７Ｖ）を
交互に印加する。このときの対向電極電位は第２の電位
であり、この電位は最も高いソース電位から突き抜け電
位分を補正する関係となる電位である。
【００３３】さらに第１の実施の形態とは異なり、ソー
ス電位から－７Ｖを印加しゲート電位をオンする際に、
１１２の蓄積容量線電位を一時的に高くする。本実施の
形態では、高いときを－４Ｖ、それ以外を－２０Ｖとし
ている。この電位差をＶｐとすると、
Ｖｃｃ＝Ｃｓｔ／（Ｃｓｔ＋Ｃｌｃ＋Ｃｇｄ）×Ｖｐ
で表される電位分Ｖｃｃだけ第１の実施の形態よりも高
い実効電圧を液晶に印加できることになる。なお、Ｃｓ
ｔは蓄積容量、Ｃｌｃは液晶容量、Ｃｇｄは図示しない
ゲート－ドレイン間の寄生容量である。
【００３４】仮に、Ｃｓｔ／（Ｃｓｔ＋Ｃｌｃ＋Ｃｇ
ｄ）＝１／２の関係があるとき、本実施の形態では第１
の実施の形態よりも８Ｖ分低い電位差を生じることとな
り、ドレイン電位は実線５０１のようになる。結果とし
て液晶には凡そ０Ｖと－２２Ｖとの電位を交互に印加す
ることとなる。液晶により高電位を印加することで、転
移がより短期間で可能となり、第１の実施の形態よりも
さらに望ましい形態となる。
【００３５】（第３の実施形態）図６および図７は、本
発明の第３の実施形態に係る液晶表示装置の構成および
駆動方法を示す図である。図４において、１０１・１０
１ａ・１０１ｂは各ゲート線、１０７・１０７ａ・１０
７ｂは前記ゲート線を駆動するドライバ、１０２はソー
ス線、１０６は前記ソース線を駆動するドライバ、１０
３はスイッチング素子としてのＴＦＴで、ＴＦＴのドレ
イン電極は画素１０４の画素電極に接続されている。画
素１０４は、画素電極と対向電極１０５との両方の電極
にはさまれて保持された液晶で形成され、前記の対向電
極は第１の電位１０９と第２の電位１１０を選択し駆動
することが可能となっている。
【００３６】さらにドレイン電極には意図的に形成され
た蓄積容量の一方の電極が配線され、この蓄積容量のも
う一方の電極は隣接したゲート線である１０１ａに配線
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され、駆動ドライバ１０７ａで駆動される。
【００３７】以下、図６および図７においてその実際の
駆動を説明する。
【００３８】第２の実施の形態においては、蓄積容量の
一方の電極を別ドライバで駆動することでより高い電位
を液晶に印加していた。本実施の形態では、蓄積容量の
一方の電極を隣接したゲート（以下、前段ゲートと呼
ぶ）で駆動することで、より少ないドライバで第２の実
施の形態と同様の駆動が可能となり、また配線が減るこ
とで一般には開口率もより高くすることができる。
【００３９】図６は転移動作を行う場合の駆動を表して
おり、本実施の形態では、ソース電位は、ゲートのオン
毎に最も高い電位（７Ｖ）と最も低い電位（－７Ｖ）を
交互に印加する。このときの対向電極電位は第２の電位
であり、この電位は最も高いソース電位から突き抜け電
位分を補正する関係となる電位である。
【００４０】ゲート線の電位は本例では３値となり、オ
ン電位・－４Ｖ・－２０Ｖとしている。ここで注意すべ
きは、オン電位以外の２値電位（－４Ｖと－２０Ｖ）は
ＴＦＴがオンしない範囲内で適宜選択しなければならな
い事である。
【００４１】図７で破線７０２で示したものが前段のゲ
ート電位であり、実線７０１で示した当段のゲート電位
である。当段のゲートがオンする期間は前段のゲート電
位は－４Ｖとし、当段のゲートがオフした後－２０Ｖに
下がっている。このような位相関係とすることで、第２
の実施の形態と同様に蓄積容量の一方の電位を操作して
いる。
【００４２】また、これによって、
Ｖｃｃ＝Ｃｓｔ／（Ｃｓｔ＋Ｃｌｃ＋Ｃｇｄ）×Ｖｐ
で表される電位分Ｖｃｃだけ第１の実施の形態よりも高
い実効電圧を液晶に印加することが可能となる。
【００４３】（第４の実施形態）図８は、本発明の第４
の実施形態に係る液晶表示装置の駆動方法を示す図であ
る。なお、装置の構成は図６と同等であるため説明は省
略する。
【００４４】以下、図８においてその実際の駆動を説明
する。
【００４５】本実施の形態では、ソース電位は、ゲート
のオン毎に最も高い電位（７Ｖ）と最も低い電位（－７
Ｖ）を交互に印加する。このときの対向電極電位は第２
の電位であり、この電位は最も高いソース電位から突き
抜け電位分を補正する関係となる電位である。
【００４６】ゲート線の電位は本例では２値となり、オ
ン電位（１２Ｖ）とオフ電位（－２０Ｖ）としている。
図８で破線８０２で示したものが前段のゲート電位であ
り、実線８０１で示した当段のゲート電位である。
【００４７】ソースからの最小電位を書き込むときは複
数のゲート線、すなわち当段のゲート線と前段のゲート
線を同時にオンおよびオフさせ、ソースからの最大電位
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を書き込むときは複数のゲート線は順次にオンおよびオ
フさせている。
【００４８】このような位相関係とすることで、蓄積容
量の一方の電位を操作している。これによって、
Ｖｃｃ２＝（Ｃｓｔ＋Ｃｇｄ）／（Ｃｓｔ＋Ｃｌｃ＋Ｃ
ｇｄ）×Ｖｐ２
で表される電位分Ｖｃｃ２と突き抜け電位との差だけ第
１の実施の形態よりも高い実効電圧を液晶に印加するこ
とが可能となる。
【００４９】なお、Ｖｐ２はオン電位とオフ電位との差
で、オン電位まで利用することで、第３の実施の形態に
おけるＶｐよりもさらに高い電位差とすることができ
る。
【００５０】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
容量負荷の大きな対向電極電位は、転移時と映像表示時
とで切り替えるだけであり、間欠的に駆動を行う必要が
無いため、対向電位を駆動する回路またはドライバが非
常に簡易なもので構成可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置の
構成図
【図２】本発明の映像表示時の液晶表示装置の駆動方法
を説明するための図
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【図３】本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置の
駆動方法を説明するための図
【図４】本発明の第２の実施形態に係る液晶表示装置の
構成図
【図５】本発明の第２の実施形態に係る液晶表示装置の
駆動方法を説明するための図
【図６】本発明の第３の実施形態に係る液晶表示装置の
構成図
【図７】本発明の第３の実施形態に係る液晶表示装置の
駆動方法を説明するための図
【図８】本発明の第４の実施形態に係る液晶表示装置の
駆動方法を説明するための図
【符号の説明】
１０１  ゲート線
１０２  ソース線
１０３  ＴＦＴ
１０４  液晶
１０５  対向電極
１０６  ソースドライバ
１０７  ゲートドライバ
１０８  対向電極ドライバ
１０９  第１の電位
１１０  第２の電位

【図１】
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